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新たな歴史を創る君たちへ
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JSAFのメンバーになれば

新たな歴史を創る君たちへ
JSAFからのメッセージ

　

新
学
期
を
迎
え
、
中
学
生
に
、
高
校
生
に
、
そ
し
て
大
学
生
に

な
っ
た
諸
君
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
に
燃
え
て

新
社
会
人
と
な
っ
た
セ
ー
ラ
ー
た
ち
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
年
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
は
人
の
一
生
に
遭
え
る
か

遭
え
な
い
か
、
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
国
内

で
は
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
楽
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
、
ま
た
世
界
の

人
々
に
お
も
て
な
し
の
心
や
日
本
文
化
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
機
会
で
す
。

　

50
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
施
設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
充

実
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
２
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ソ
フ

ト
面
の
充
実
が
課
題
で
す
。
日
本
の
歴
史
は
い
ま
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

時
代
を
変
え
る
の
は
い
つ
も
若
者
で
す
。
新
た
な
歴
史
を
創
る

意
気
込
み
で
、
海
洋
日
本
で
新
た
な
風
を
起
こ
す
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www.jsaf.or.jp/j-sailing/ にアクセスしてくださ
い。J-SAILINGのpdfバージョンが掲載されています。過去の記事を再読したり、
本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用ください。

■メールアドレスをお知らせください。
デジタル化が進み、電子メールを使った連絡方法が一般的になっています。
JSAF もメンバー各位に様々な情報をお届けする際、メールを利用することが多
くなっています。そこで、各団体の登録業務ご担当の方々にお願いです。メンバー
の新規登録や更新登録の際には、必ずメールアドレスを併記していただけるよう
お願いいたします。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。
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　JSAF 広報委員会は JSAF オリンピック委員会、JSAF オリンピッ
ク準備委員会、JSAF 事業開発委員会と連動し、パシフィコ横浜会場に
おいて「オリンピック　セーリング競技応援プロジェクト」と銘打った
ブースを JOC 協力の下に出展し、JSAF のオリンピックに関する広報
活動を行いました。
　注目を浴びたのは 49er 級の展示でした。
　全長 5m 弱、全幅 3m 弱、マスト高さ約 8.5 ｍ、40 平米弱のジェネカー
を持つ 49er の前では多くの人々が立ち止まり、マストトップを見上げ

「でかい！」と感嘆の声を上げていました。海ではそれほど大きく感じ
ない 49er ですが、陸に上げてジェネカーを展開すると巨大なマシーン
となって人々の目を引き付けました。「ヨットってオリンピックの種目
の一つだったんだ、知らなかった」「どのくらいのスピードが出るんで

すか」「値段っていく
らくらい？」など多
くの質問があり、セー
リング競技に対して
の興味が喚起できた
ようです。
　一方、銀メダル、
銅メダルの展示では、
メダルをじっと眺め
たり、記念写真を撮っ
たりと反応は上々で
した。「オリンピック

オリンピック セーリング競技応援プロジェクト
49erなどをボートショーで展示

のメダルを初めて見ました」と言う人が多く、興味を引いたようです。
　また、特設ステージでは、オリンピックを題材にした子どもクイズ大
会を開催。回答者となってくれた若洲ヨットハーバー、江ノ島ヨットク
ラブのジュニアセーラーたちの反応が新鮮で、好評を博しました。

ボートショーでの五輪関係の出展内容
■レース艇展示
・OP 級、レーザー 4.7 級、レーザーラジアル級をプロムナードエリア
で展示
・49er 級を屋内エリアで展示
■パネル展示
・オリンピック セーリング競技の紹介
・1964 年東京オリンピックの写真展示
■メダル展示
・銀メダル、銅メダルの展示
・記念撮影ブースの設置
■ステージ展開
・3 月 8、9 日の両日「オリンピック　子どもクイズ大会」の実施。

（今回の各種の展示には 49er 級の牧野・高橋組、49erFX 級の波多江・大熊組、
レーザーラジアル級の土居愛美選手、重由美子さん、関一人さん、カメラマンの
中嶋房徳さん、若洲のジュニアセーラー、江ノ島ヨットクラブジュニアセクショ
ン、トヨタ自動車東日本株式会社、株式会社豊田自動織機、公益財団法人日本
オリンピック委員会、一般社団法人日本マリン事業協会のご協力を得ています）

2014 年 3 月 6 日～ 9 日、「ジャパンインターナショナルボートショー 2014」
（主催：一般社団法人日本マリン事業協会、会場：パシフィコ横浜＆横浜ベイサイドマリーナ）が開催されました。

銅メダルを覗きこむのは未来の五輪セーラー
（photo by  Shigehiko Yamagishi / KAZI）

帆走する 49er を屋内で再現したボートショー（photo by Sachie Hamaya）
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10
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

　

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
は
、
主
催
者
が
招
待
状
を

送
っ
た
ス
キ
ッ
パ
ー
だ
け
が
出
場
で
き
る
と
い

う
の
が
ル
ー
ル
だ
。
主
催
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｙ
Ｍ

Ａ
が
打
ち
出
し
た
招
待
基
準
は
次
の
通
り
。

◎ 

前
回
大
会
１
、２
位
。
シ
ー
ド
：『
和
歌
山

大
学
』『
関
西
大
学
』

◎ 

13
年
全
日
本
イ
ン
カ
レ
上
位
校
６
枠

◎ 

外
洋
帆
走
学
連
代
表
１
枠
：『
神
戸
大
学
』

（
13
年
ア
ニ
オ
ー
ル
ズ
・
カ
ッ
プ
優
勝
チ
ー
ム
）

◎ 

ホ
ー
ム
ポ
ー
ト
代
表
１
枠
：
中
部
学
連
に

よ
る
選
抜
チ
ー
ム

◎ 

公
募
２
枠
：
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ク

エ
ス
ト
か
ら
選
定

　
「
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ク
エ
ス
ト
」
と

は
、
招
待
し
て
ほ
し
い
と
希
望
す
る
選
手
が
リ

ク
エ
ス
ト
を
を
主
催
者
に
送
り
、「
選
ば
れ
る
」

の
を
待
つ
こ
と
。
今
回
は
６
校
・
チ
ー
ム
か
ら

イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ク
エ
ス
ト
が
提
出
さ

れ
、
ど
う
選
ぶ
か
判
断
が
難
し
い
事
態
と
な
っ

た
。
結
果
、
イ
ン
カ
レ
上
位
校
か
ら
は
２
校
の

エ
ン
ト
リ
ー
に
と
ど
ま
り
、
中
部
選
抜
も
エ
ン

ト
リ
ー
を
断
念
し
た
た
め
、
全
チ
ー
ム
に
招
待

状
が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
以

下
の
10
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

シ
ー
ド
校
２
：
和
歌
山
大
学
、
関
西
大
学

イ
ン
カ
レ
上
位
２
：
同
志
社
大
学
、
早
稲
田
大

学外
洋
学
連
１
：
神
戸
大
学

公
募
５
：
江
ノ
島
同
盟
、
東
京
大
学
、
立
教
大

学
、
立
命
館
大
学
、
金
沢
大
学

　

こ
の
興
隆
ぶ
り
は
、
第
１
回
か
ら
実
行
委
員

長
を
務
め
る
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
副
会
長
の
田
代
和
史
の

情
熱
と
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員

会
の
強
力
な
支
援
・
協
力
抜
き
に
し
て
は
あ
り

得
な
か
っ
た
。

物
心
両
面
で
強
力
な
支
援

　

田
代
は
同
志
社
大
ヨ
ッ
ト
部
出
身
で
、

４
７
０
級
で
の
活
動
を
終
え
た
後
も
同
志
社
Ｏ

Ｂ
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
マ
ッ
チ

レ
ー
ス
界
で
長
く
競
技
を
続
け
て
き
た
。

　

自
身
の
経
験
に
照
ら
し
、
多
く
の
学
生
セ
ー

ラ
ー
が
イ
ン
カ
レ
で
燃
え
尽
き
、
卒
業
後
ヨ
ッ

ト
か
ら
離
れ
て
い
く
の
を
忸
怩
た
る
思
い
で
見

て
い
た
。
そ
し
て
、「
セ
ー
リ
ン
グ
を
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
学
生
ヨ
ッ
ト
の
最
高
の
舞
台
で
あ
る
全
日

本
イ
ン
カ
レ
で
活
躍
し
た
セ
ー
ラ
ー
を
集
め
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
導
入
の
場
を
提
供
す
る
と

い
う
構
想
を
長
年
温
め
て
い
た
。

　

折
し
も
同
じ
問
題
意
識
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
で
は
「
シ
ー
ム
レ

ス
な
セ
ー
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
下
、
セ
ー
リ
ン
グ
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
推
進
す
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
両
者
の
出
合
い
に
よ
り
、
12
年
の
第
1

回
大
会
が
実
現
し
た
。
同
時
に
、
キ
ー
ル
ボ
ー

ト
強
化
委
員
会
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
多
く
の

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
・
オ
ー
ナ
ー
や
チ
ー
ム
の
方
々

が
、
資
金
、
人
材
、
練
習
会
で
の
艇
の
提
供
や

指
導
な
ど
、強
力
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

第3回 JYMA 選抜 
大学対抗＆ U23 マッチレース選手権大会

同志社大
優勝！

レポート／田中正昭・チーフアンパイア（JYMA 副会長）　　写真／中嶋一成

３回目を迎えた JYMA 選抜大学対抗＆ U23 マッチ。
今年はぜひ出たいという要望が複数寄せられ、本大会が大学ヨット部セーラーの関心を
引くようになったことが実感された。

優勝の同志社大チーム
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コ
ン
セ
プ
ト
の
勝
利

　

も
う
一
つ
の
成
功
の
要
因
は
「
イ
ン
カ
レ
上

位
校
を
集
め
て
の
」「
大
学
対
抗
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
だ
。
良
い
面
、
悪
い
面
あ
る
と
は
思

う
が
、「
学
連
」
は
も
っ
と
も
古
く
か
ら
我
が

国
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
発
展
の
母
体
の
一
つ
と

な
っ
て
き
た
。
ゆ
え
に
関
係
者
の
数
も
膨
大
で

あ
る
。
そ
の
頂
点
で
あ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で

上
位
を
争
う
大
学
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
多
く

の
人
の
関
心
を
集
め
、
上
位
校
以
外
の
大
学
か

ら
も
出
場
し
た
い
と
の
意
欲
を
掻
き
立
て
る
こ

と
に
な
る
。

　

当
初
、
学
連
ヨ
ッ
ト
部
に
招
待
状
を
送
る
こ

と
で
反
感
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
杞
憂
に
お
わ
り
、
む
し
ろ

「
出
る
か
ら
に
は
勝
て
」
と
応
援
を
得
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
大
会
の
注
目
度
を
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
あ
る
意
味
で
象
徴
す
る

よ
う
な
チ
ー
ム
が
「
江
ノ
島
同
盟
」
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
江
ノ
島
で
活
動
す
る
首
都
大
、
東
海

大
、
東
洋
大
、
駒
沢
大
、
東
京
経
済
大
の
連
合

チ
ー
ム
。
自
ら
を
「
弱
小
校
」
と
称
し
、「
強

豪
校
」
へ
の
対
抗
意
識
を
む
き
出
し
に
、
イ
ン

ビ
テ
ー
シ
ョ
ン・リ
ク
エ
ス
ト
を
送
っ
て
き
た
。

練
習
会
に
熱
心
に
参
加
し
、
出
場
チ
ー
ム
で
最

も
多
い
練
習
量
を
積
み
、
見
事
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
。
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
で
ト
ッ
プ
に
立
っ

た
同
志
社
大
に
も
う
少
し
で
土
を
つ
け
る
と
こ

ろ
ま
で
追
い
つ
め
た
の
も
江
ノ
島
同
盟
だ
。

　

も
う
一
校
、
印
象
に
残
っ
た
の
が
立
教
大
で

あ
る
。

　

去
年
の
９
月
に
部
員
が
一
時
心
肺
停
止
と
な

る
事
故
を
起
こ
し
、
秋
の
関
東
イ
ン
カ
レ
出
場

を
辞
退
し
た
。
幸
い
に
も
、
適
切
な
処
置
に
よ

り
事
故
に
あ
っ
た
部
員
は
回
復
し
て
復
学
に
も

め
ど
が
立
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
の
立
教
大
か
ら
、
イ
ン
カ
レ
辞
退
で
不
完

全
燃
焼
の
ま
ま
引
退
し
た
４
年
生
５
人
で
参
加

し
た
い
と
、
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ク
エ
ス

ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
監
督
か
ら
も
「
回
復
し

た
部
員
に
上
級
生
と
し
て
元
気
な
姿
を
見
せ
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
」「
卒
業
後
も
新
し
い

セ
ー
リ
ン
グ
分
野
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
高
い

意
欲
」
を
汲
ん
で
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

　

大
会
で
は
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
こ
そ
９
戦
全
敗

だ
っ
た
が
、
９
位
、
10
位
決
定
戦
で
初
勝
利
を

上
げ
、
９
位
に
滑
り
込
ん
だ
。

　

表
彰
式
の
ス
ピ
ー
チ
で
ス
キ
ッ
パ
ー
合ご
う
み
つ満

愛

の
「
同
期
で
た
っ
た
２
人
の
女
子
で
あ
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
、
最
後
に
同
じ
ボ
ー
ト
で
レ
ー

ス
に
出
ら
れ
た
こ
と
が
一
番
よ
か
っ
た
」
と
の

言
葉
、
そ
し
て
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ス
テ
ー

ジ
上
で
流
し
た
涙
に
、
ヨ
ッ
ト
部
生
活
の
持
つ

大
き
な
意
味
、
彼
ら
の
抱
え
た
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
事
故

を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
強
い
気
持
ち
で
ヨ
ッ

ト
に
取
り
組
も
う
と
い
う
立
教
大
に
敬
意
を

表
し
た
い
。

　

こ
の
大
会
が
学
生
た
ち
の
様
々
な
思
い
を
実

現
す
る
場
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
に
意

義
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
志
社
対
早
稲
田

　

決
勝
戦
は
イ
ン
カ
レ
王
者
同
志
社
対
早
稲
田

の
イ
ン
カ
レ
上
位
対
決
と
な
っ
た
。

　

同
志
社
の
ス
キ
ッ
パ
ー
藤
田
康
明
が
「
シ
エ

ス
タ
チ
ー
ム
の
下
で
４
日
間
練
習
し
て
き
た

が
、
マ
ッ
チ
の
ル
ー
ル
よ
り
ク
ル
ー
ワ
ー
ク

の
動
作
を
中
心
に
練
習
し
た
」
と
言
う
よ
う

に
、
ク
ル
ー
ワ
ー
ク
と
ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
で
他

を
圧
倒
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
は
全
勝
で
通
過

し
た
。

　

一
方
の
早
稲
田
は
、
練
習
が
２
回
し
か
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
走
り
そ
の
も

の
が
覚
束
な
く
、
最
初
の
４
戦
で
２
敗
を
喫
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
ス
キ
ッ
パ
ー
山
口
祥
世
が

「
だ
ん
だ
ん
走
ら
せ
方
が
わ
か
っ
て
き
た
」
と

言
う
よ
う
に
、
レ
ー
ス
が
進
む
に
つ
れ
ボ
ー
ト

が
安
定
し
、
そ
の
後
５
連
勝
し
決
勝
戦
に
臨

ん
だ
。

　

決
勝
で
は
、
早
稲
田
が
上
り
で
の
ス
ピ
ー
ド

で
勝
り
、
第
１
戦
を
先
勝
し
た
。

　

２
戦
目
は
同
志
社
が
先
行
す
る
展
開
だ
っ
た

が
、
下
マ
ー
ク
前
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
直
前
で
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
解
消
す
る
同
志
社
を
キ
ー
プ
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
か
、
手
前

で
早
稲
田
は
ス
ピ
ン
を
降
ろ
し
て
し
ま
い
、
わ

ず
か
の
差
で
同
志
社
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
許
し

て
し
ま
っ
た
。
逆
転
す
る
機
会
だ
っ
た
の
に
、

惜
し
い
判
断
ミ
ス
だ
っ
た
。

　
３
戦
目
は
早
稲
田
が
先
行
し
、
ダ
ウ
ン
ウ
イ

ン
ド
で
同
志
社
が
追
い
つ
く
と
い
う
接
戦
を

展
開
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
下
マ
ー
ク
で
の
コ
ー
ス
変

更
の
信
号
を
見
落
と
し
、
早
稲
田
は
元
の
マ
ー

ク
へ
。
同
志
社
が
正
し
い
マ
ー
ク
を
回
る
の
を

見
て
戻
っ
た
早
稲
田
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
勝
負

は
決
ま
っ
た
。
早
稲
田
に
と
っ
て
は
痛
恨
の
ミ

ス
だ
っ
た
が
、
操
船
で
手
い
っ
ぱ
い
の
中
で

的
確
な
状
況
把
握
が
で
き
た
同
志
社
の
勝
利

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

今
回
の
大
会
か
ら
レ
ー
ス
名
に
「
＆
U‌

23
」

が
加
わ
っ
た
。
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
の
方
針
と
し
て
来
年

度
は
「
＆
U
25
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
る
。

　
「
イ
ン
カ
レ
上
位
校
」「
大
学
対
抗
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
、
こ
の
大
会
に
大
き
な
価
値
を

与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
で
、

「
イ
ン
カ
レ
上
位
」
と
は
無
縁
の
人
た
ち
に
も

同
世
代
ト
ッ
プ
・
セ
ー
ラ
ー
た
ち
と
勝
負
で
き

る
機
会
を
提
供
し
た
い
。
去
年
の
中
部
学
連
選

抜
や
今
年
の
江
ノ
島
同
盟
の
よ
う
な
チ
ー
ム
の

参
戦
は
大
歓
迎
だ
。
さ
ら
に
は
、
大
学
生
で
は

な
い
チ
ー
ム
の
挑
戦
が
あ
っ
て
も
い
い
。

　

こ
の
大
会
へ
の
参
戦
を
通
じ
て
様
々
な
思
い

を
実
現
す
る
こ
と
が
、「
若
い
セ
ー
ラ
ー
た
ち

が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

む
」
と
い
う
目
的
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。そ
の
意
図
を
明
確
に
す
る
た
め
の「
＆

U
23
」
だ
。
来
年
も
よ
り
幅
広
い
チ
ー
ム
の
参

戦
を
期
待
す
る
。

早稲田 VS 同志社の決勝戦参加 10 チーム全員がマッチレースを堪能した
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2014 ク
オ
リ
フ
ァ
イ
に
向
け
て

　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
！
」
の
ニ
ュ
ー

ス
は
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
皆
さ
ん
の
心

に
熱
く
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、 

そ
の
中
で

も
好
機
到
来
と
喜
ん
だ
の
は
２
０
２
０
年
に
伸

び
盛
り
と
な
る
日
本
の
レ
ー
ザ
ー
４・７
セ
ー

ラ
ー
で
し
た
。 

　

今
年
、
世
界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
レ
ー

ザ
ー
４・７
を
目
指
す
若
い
セ
ー
ラ
ー
た
ち
は
、

２
０
２
０
年
を
見
据
え
つ
つ
、
唐
津
ワ
ー
ル
ド

へ
の
ク
オ
リ
フ
ァ
イ
を
競
っ
て
い
ま
す
。
選
考

大
会
は
13
年
９
月
の
北
海
道
選
手
権
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
後
、
関
東
、
東
北
、
中
国
、
関
西
、

四
国
と
全
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
年
2
月
８
、９
日
に
江
の
島
で
開
催
さ
れ

た
レ
ー
ザ
ー
ミ
ッ
ド
ウ
イ
ン
タ
ー
選
手
権
は
、

初
日
が
吹
雪
ま
が
い
の
ス
ト
ー
ム
、
２
日
目
は

素
晴
ら
し
い
快
晴
な
の
に
思
っ
た
よ
う
に
風
が

入
ら
ず
、
1
レ
ー
ス
の
み
に
終
わ
っ
た
た
め
ク

オ
リ
フ
ァ
イ
大
会
と
し
て
不
成
立
。 

ミ
ッ
ド

ウ
イ
ン
タ
ー
で
の
選
考
枠
数
（
男
子
２
、
女
子

１
）
は 

５
月
４
～
６
日
の
唐
津
プ
レ
ワ
ー
ル

ド（
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

カ
ッ
プ
）

に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
最
終
枠
は
男
子
５
名
、
女
子
４

名
と
な
り
、
既
に
選
考
さ
れ
た
選
手
の
ほ
と
ん

ど
が
顔
を
そ
ろ
え
る
唐
津
大
会
で
の
大
熱
戦
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

レ
ー
ザ
ー
協
会
で
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ 

の
協
力
を

得
て
、
重
、
佐
々
木
コ
ー
チ
の
も
と
練
習
会
を

重
ね
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
、
３
月

末
に
は
唐
津
で
の
合
宿
、
そ
し
て
５
月
連
休
の

唐
津
選
考
大
会
、
夏
休
み
に
入
る
７
月
末
か
ら

は
現
地
で
の
最
終
仕
上
げ
合
宿
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
レ
ー
ス
運
営
／
会
場
運

営
、陸
上
テ
ン
ト
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト「
レ
ー
ザ
ー

カ
フ
ェ
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
食
材
の
寄
付

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
是
非
ご
連
絡
下
さ

微
笑
ま
し
い
大
会

　

福
岡
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
、
日
本
セ
ー
リ

ン
グ
連
盟
、Snipe Class International 

Racing A
ssociation (SCIRA

)

、
日
本
ス

ナ
イ
プ
協
会
（SCIRA

 Japan

）
の
共
催
に

よ
り
２
０
１
４
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
を
８
月

25
日
～
31
日
に
福
岡
市
小
戸
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

で
開
催
し
ま
す
。　

　

こ
の
大
会
は
偶
数
年
に
開
催
さ
れ
、
開
催
地

は
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
日
本
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
１
９
８
６
年
に
米
国
ア

ト
ラ
ン
タ
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
近
年
で
は

い
。
資
金
集
め
の
た
め
に
大
会
グ
ッ
ズ
の
販
売

も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
世
界
中
の
４
・

７
セ
ー
ラ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
コ
ー
チ
か
ら
ア

ク
セ
ス
が
あ
り
、
２
０
０
９
年
に
燃
え
た
あ
の

「
唐
津
の
超
ホ
ッ
ト
な
夏
！
」
の
再
現
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。（
大
谷
た
か
を
） 

10
人
に
１
人
が
セ
ー
リ
ン
グ
を

　

４・７
ワ
ー
ル
ド
は
日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ
界

に
と
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
と
な
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

成
功
の
鍵
は
、
選
手
の
周
囲
の
人
た
ち
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
セ
ー
リ
ン
グ

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
、
そ
の
仲
間
た
ち
が
大

会
後
も
セ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
で
い
て
く
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

２
０
０
９
年
ラ
ジ
ア
ル
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
、

ラ
ジ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
大
会
に
接
し
て
、
ラ
ジ
ア

ル
級
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
ユ
ー
ス

強
化
の
大
切
さ
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
の
大

き
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

と
し
て
の
ユ
ー
ス
発
掘
・
育
成
・
強
化
の
遅
れ

を
感
じ
た
大
会
で
あ
り
ま
も
し
た
。　

　

一
方
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
は
ユ
ー
ス
代
表
選

手
が
生
ま
れ
る
な
ど
の
一
定
の
成
果
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
内
ト
ッ
プ
選
手
に
挑
戦
す
る
選

２０２０東京オリンピックが決まり、俄然、世界のスポーツ界の目は日本に向けられるようになった。
セーリングも例外ではなく、国際大会の開催が増えてきた。

リオ五輪開催の２０１６年までの日本開催の世界選手権のプレビューをお届けする。

10
年
ブ
ラ
ジ
ル
、
12
年
は
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
国
内
選
手
権
大
会
も

兼
ね
て
14
カ
国
77
艇
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
、

日
本
で
は
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
大
会
を

兼
ね
て
開
催
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
は
、
現
役
時
代
に
各

国
各
地
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
名
選
手
も
参

加
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で
す
。
も
ち
ろ
ん

現
役
で
活
躍
す
る
選
手
も
参
加
し
ま
す
が
、
夫

婦
、
親
子
、
孫
と
一
緒
に
参
加
す
る
ペ
ア
も
お

り
、
微
笑
ま
し
い
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
資
格
は
、
正
規
のSCIRA

会
員
で
あ

り
、
大
会
の
年
に
少
な
く
と
も
ス
キ
ッ
パ
ー
が

手
が
少
し
は
出
て
き
ま
し
た
が
、
つ
づ
く
世
代

の
継
続
的
な
選
手
発
掘
、
育
成
資
金
の
十
分
な

確
保
、
選
手
を
つ
な
ぎ
止
め
る
魅
力
あ
る
目

標
、
魅
力
あ
る
仲
間
、
魅
力
あ
る
セ
ー
リ
ン
グ

環
境
を
積
極
的
に
増
や
し
て
来
な
か
っ
た
ツ
ケ

が
、
今
の
ラ
ジ
ア
ル
級
ユ
ー
ス
の
衰
退
に
あ
り

ま
す
。
も
う
同
じ
失
敗
は
繰
り
返
さ
な
い
と
い

う
覚
悟
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

◎ 

４・７
級
ワ
ー
ル
ド
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し

て
、
セ
ー
リ
ン
グ
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
さ
と

楽
し
さ
を
伝
え
る
。

◎ 

代
表
選
手
の
強
化
と
一
般
セ
ー
ラ
ー
の
普

及
育
成
活
動
を
両
立
さ
せ
る
。

◎ 

世
界
選
手
権
後
で
も
レ
ー
ザ
ー
級
が
魅
力

あ
る
競
技
・
目
標
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

◎
セ
ー
リ
ン
グ
環
境
（
レ
ー
ス
、ク
リ
ニ
ッ
ク
、

キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
）
の
充
実
。

　

な
ど
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
習
い
事
の
ト
ッ
プ
は

水
泳
で
あ
り
、
10
人
に
7
人
が
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
唐
津
４
・

７
級
世
界
選
手
権
で
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
広

報
・
普
及
が
な
さ
れ
、
１
人
で
も
セ
ー
リ
ン
グ

仲
間
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
最
高
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
10
人
に
１
人
が
セ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
日
本
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。（
佐
々
木
共
之
）

日本で開催される世界選手権

2014 年 8 月 25 日～ 31 日
会場：福岡市民ヨットハーバー
http://www.fsaf.net/snipe/

2014 Id Crook Memorial 
World Masters Championship
＆ 2014 All Japan 
Masters Championship

2014 年 8 月 8 日～ 15 日
会場：佐賀県ヨットハーバー
http://2014laser4.7-worlds.com/

レーザー 4.7級
ヨットユース世界選手権 2014

スナイプ級ワールドマスターズ
福岡にきんしゃい！　
皆で待っとーよ！
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2015
新
た
な
出
発

　

国
際
４
２
０
協
会
が
設
立
50
周
年
を
迎
え
た

の
は
2
0
1
0
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

30
年
ほ
ど
前
に
日
本
４
２
０
協
会
は
産
声
を
上

げ
、
全
日
本
４
２
０
選
手
権
も
２
０
１
３
年
度

に
第
26
回
を
数
え
た
。

　
４
２
０
と
い
う
船
の
持
つ
特
性
（
セ
ー
リ
ン

グ
の
基
本
、
シ
ン
プ
ル
、
ス
ピ
ー
ド
、
安
全
、

安
価
）
を
理
解
し
、
こ
の
船
を
日
本
の
ユ
ー
ス

セ
ー
ラ
ー
、
一
般
セ
ー
ラ
ー
に
届
け
よ
う
と
尽

力
さ
れ
た
故
森
繁
泉
氏
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
泉

氏
の
お
父
上
の
森
繁
久
弥
氏
を
会
長
に
迎
え
、

1
9
9
0
年
に
は
女
子
世
界
選
手
権
を
神
奈

川
で
開
催
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
急
速
に
普
及
し
た
の
だ
が
、
泉

氏
の
志
半
ば
の
無
念
の
他
界
と
と
も
に
規
模
が

縮
小
し
、
泉
氏
の
夢
を
引
き
継
ぎ
、
い
つ
の
日

か
こ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
船
を
学
び
楽
し
ん
だ

セ
ー
ラ
ー
が
日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ
界
を
熱
く
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
細
々
と
活
動
を
続
け

て
き
た
。

　

12
年
、
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
が
４
２
０
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ

き
、
４
２
０
の
普
及
に
向
け
て
大
き
く
舵
が
切

ら
れ
、
15
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
か
ら
同

ク
ラ
ス
を
採
用
、
そ
し
て
世
界
選
手
権
開
催
と

日
本
４
２
０
の
新
た
な
出
発
を
迎
え
た
。
セ
ー

リ
ン
グ
人
口
の
拡
大
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

い
い
ラ
イ
バ
ル
、
仲
間

　

泉
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

４
７
０
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
基
本
に
戻
る
た

め
に
私
も
過
去
に
５
回
４
２
０
ワ
ー
ル
ド
に
出

場
し
た
。
４
２
０
か
ら
４
７
０
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
選
手
が
多
く
、
い
い
ラ
イ
バ
ル
、

仲
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ド
ニ
ー
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
ベ
リ
ン
ダ
も
そ
の
１
人
で
あ
る
。

　
４
７
０
の
ぎ
す
ぎ
す
し
た
ム
ー
ド
、
緊
張
感

た
だ
よ
う
パ
ー
テ
ィ
と
違
い
、
４
２
０
ワ
ー
ル

ド
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
！　

夢
を
追
い
か
け

る
生
き
生
き
と
し
た
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
澄
ん
だ

目
を
持
っ
た
、
は
じ
け
ん
ば
か
り
の
パ
ワ
ー
全

開
の
若
い
セ
ー
ラ
ー
た
ち
。
交
流
が
広
が
る
楽

ク
ラ
ス
概
況

　

J‌

／
24
は
1
9
7
9
年
に
低
コ
ス
ト
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
ボ
ー
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

厳
密
な
ク
ラ
ス
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
高
水
準
の

イ
コ
ー
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ー
ス
を
楽
し
め

る
た
め
に
世
界
的
に
普
及
し
、
現
在
27
カ
国
で

約
5
4
0
0
艇
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
北
米

で
普
及
す
る
各
ク
ラ
ス
の
中
で
も
最
も
艇
数
の

多
い
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
一
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
で

は
96
艇
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

創
生
期
は
ケ
ン
・
リ
ー
ド
氏
が
大
活
躍
し
、

テ
リ
ー
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
氏
、
エ
ド
・
ベ
ア
ー

し
い
パ
ー
テ
ィ
。
パ
ー
テ
ィ
で
見
せ
た
顔
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
緊
張
み
な
ぎ
る
レ
ー
ス
シ
ー

ン
で
の
表
情
。
自
分
が
狙
っ
た
も
の
へ
の
自
分

自
身
へ
の
責
任
と
集
中
と
取
り
組
む
姿
勢
の
違

い
を
、
同
じ
世
代
の
海
外
の
選
手
か
ら
見
せ
つ

け
ら
れ
強
烈
な
刺
激
を
受
け
、
自
分
の
取
り
組

み
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
未
来
あ
る
セ
ー
ラ
ー
に
も
ぜ
ひ
こ
の

強
烈
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
支
え
る

周
り
の
ス
タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
す
べ
て
の
人

が
夢
を
持
っ
た
若
い
セ
ー
ラ
ー
た
ち
の
澄
ん
だ

眼
差
し
と
と
も
に
夢
を
追
い
か
け
、
育
ん
で
ほ

し
い
。「
4
2
0
ワ
ー
ル
ド
2
0
1
5
」
が
、

日
本
の
新
し
い
「
夢
」
へ
の
第
一
歩
と
な
る
よ

う
皆
様
の
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
重
由
美
子
）

■ 420 ワールド参考データ
参加国数：20 ～ 25 カ国
参加艇数：男子予想　80 艇
　　　　　女子予想　40 艇
日本参加艇数
男子 : 開催国基本艇数 14 艇（変更の可能性もある）
女子 : 開催国基本艇数 14 艇（変更の可能性もある）

（予選会の詳細は、後日、日本420協会ホームページに
て発表）
チャーター艇：ナウティベラ社の新艇を準備（ワール
ド終了後、割引して現地で販売します。この機会に購
入の検討をお願いいたします）

45
歳
、
ク
ル
ー
と
の
合
計
年
齢
が
80
歳
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
45
歳
＋
35
歳
＝
80
歳

と
い
う
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
が
、

80
歳
の
ス
キ
ッ
パ
ー
は
何
歳
の
人
と
乗
っ
て
も

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
会
の
条
件
と
し
て
風
が
15
ノ
ッ
ト
以
上
を

超
え
る
と
レ
ー
ス
は
中
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た

レ
ー
ス
回
数
は
１
日
に
２
レ
ー
ス
を
超
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
翌
日
に
体
力
を
温
存

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ボ
ー
ト 

と
し
て
最
適

　

国
際
ス
ナ
イ
プ
級
は
１
９
３
１
年
（
昭
和
６

年
）
に
米
国
で
第
１
号
艇
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
小
型
ボ
ー
ト
の
魅
力
は
あ
っ
と
い
う
間
に

世
界
で
認
め
ら
れ
、
ア
ジ
ア
、
欧
州
、
ア
フ
リ

カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
各
地
で
普

及
し
、
36
年
に
は
世
界
最
大
の
競
技
ク
ラ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
47
年（
昭
和
22
年
）に
導
入
さ
れ
、

艇
数
が
約
千
艇
に
な
っ
た
72
年
（
昭
和
47
年
）

１
月
に
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
10
水
域
、
３
フ
リ
ー
ト
が
あ
り
、
各

水
域
の
理
事
が
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
水
域
を
取

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

若
い
セ
ー
ラ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ボ
ー
ト
と

し
て
最
適
で
、
二
人
乗
り
ヨ
ッ
ト
と
し
て
国
民

体
育
大
会
ヨ
ッ
ト
競
技
の
制
式
艇
で
し
た
。
高

校
、
大
学
、
女
子
、
実
業
団
と
最
も
普
及
し
た

艇
で
す
。

　

現
在
で
は
、
大
学
生
と
実
業
団
の
選
手
権
大

会
の
制
式
艇
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
体
育
大

会
か
ら
外
れ
ま
し
た
が
、
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会

へ
の
会
員
登
録
数
は
毎
年
千
人
を
超
え
て
お

り
、
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
会
員
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
身
体
が
大
き
く
な
っ
て
も

乗
れ
る
艇
で
あ
る
こ
と
か
ら
人
気
は
衰
え
を
知

ら
ず
、
国
内
か
ら
も
世
界
選
手
権
大
会
や
西
半

球
＆
東
洋
選
手
権
等
に
ト
ッ
プ
選
手
や
大
学
生

が
参
加
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
精
神
で

　

す
べ
て
の
国
際
ス
ナ
イ
プ
級
の
大
会
は
、
ス

ナ
イ
プ
独
特
のSerious Sailing, Serious 

Fun

の
ポ
リ
シ
ー
の
下
に
開
催
さ
れ
、
選
手

に
対
す
る
「
お
も
て
な
し
」
も
大
事
な
要
素
の

ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。国
際
大
会
で
は
期
間
中
、

毎
晩
パ
ー
テ
ィ
を
催
し
、
選
手
同
士
の
交
流
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
も
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
や
関
係
各
位
の

ご
協
力
を
得
て
、
福
岡
県
連
も
一
丸
と
な
り
海

上
で
は
よ
い
レ
ー
ス
運
営
を
行
い
、
陸
上
で
は

「
お
も
て
な
し
精
神
」
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
大
会
は
表
彰
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

各
デ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
刻
は
同
時
で

す
が
、
優
勝
の
ス
キ
ッ
パ
ー
、
ク
ル
ー
にId 

Crook M
em

orial

杯
が
授
与
さ
れ
、
３
つ

の
各
デ
ビ
ジ
ョ
ン
の
上
位
３
艇
が
表
彰
さ
れ
ま

す
。

　

ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
・
マ
ス
タ
ー
・
デ
ビ
ジ
ョ

ン
（
45
歳
～
54
歳
）、
マ
ス
タ
ー
・
デ
ビ
ジ
ョ

ン
（
55
歳
～
64
歳
）、
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ス
タ
ー
・

デ
ビ
ジ
ョ
ン
（
65
歳
以
上
）、
そ
し
て
今
回
は

特
別
賞
と
し
て
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
デ
ビ
ジ
ョ
ン

（
75
歳
以
上
）
の
表
彰
が
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、

日
本
の
選
手
に
は
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権

大
会
の
各
デ
ビ
ジ
ョ
ン
表
彰
も
あ
り
ま
す
。
我

こ
そ
は
と
思
う
方
は
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
の
方
は
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

会
員
登
録
、
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
会
員
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。（
吉
留
容
子
）

国や世代、キャリアを超えて楽しむチャンピオンシップ

J/24 世界選手権 2016
2016 年 9 月 16 日～ 23 日
会場：和歌山県
http://www.j24.gr.jp/

15 年ぶりのワールド開催！

2015 年のインターナショナル J/24 クラス協
会ワールドカウンシルミーティングで2016年
Ｊ/24ワールドが和歌山県で開催されることが決
定しました。1985年の東海、2001年の関西か
ら15年ぶりの日本開催です。

420 ワールド 2015
2015 年 7 月 17 日～ 25 日
会場：佐賀県ヨットハーバー
http://www.japan420sailing.org/

日本の新しい「夢」への第一歩
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2016
5
度
目
の
日
本
開
催

　

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、

２
０
１
６
年
の
モ
ス
世
界
選
手
権
大
会
を
日
本

に
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誘
致
に
際

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、 

日
本

モ
ス
ク
ラ
ス
協
会
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

モ
ス
ワ
ー
ル
ド
の
日
本
開
催
は
今
回
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
最
後
の
銚
子
大
会 

（
２
０
０
１
年
）
か
ら
15
年
も
の
開
き
が
あ
り
、

そ
の
間
に
モ
ス
は
ハ
イ
ド
ロ
フ
ォ
イ
ル
に
よ
り

日
本
開
催
は
4
回
目

　

テ
ー
ザ
ー
級
は
発
祥
の
地
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
が
活
動
の
中
心
拠
点
で
す
が
、
日
本
、

欧
州
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
）、
北
米
（
特
に
ア
メ

リ
カ
）で
も
活
動
が
盛
ん
で
す
。テ
ー
ザ
ー
ワ
ー

ル
ド
は
約
２
年
ご
と
に
こ
の
４
地
域
が
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
お
り
、
テ
ー
ザ
ー
セ
ー
ラ
ー
は

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
レ
ガ
ッ
タ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

日
本
テ
ー
ザ
ー
協
会
は
過
去
に
３
回
の
テ
ー

ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
（
１
９
９
２
年
葉
山
、
99
年
浜

名
湖
、
09
年
和
歌
山
）
を
主
催
し
て
お
り
、
16

年
も
し
く
は
17
年
に
は
４
回
目
の
日
本
で
の

ワ
ー
ル
ド
主
催
（
開
催
地
検
討
中
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

国
・
世
代
を
超
え
た
交
流

　

テ
ー
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
特
長
は
、
参
加
者
全

員
が
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。

　

海
外
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
の
セ
カ
ン
ド

ボ
ー
ト
と
し
て
テ
ー
ザ
ー
に
乗
る
有
力
選
手
が

多
く
、
普
段
か
ら
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ー

ス
（
日
本
な
ら
全
日
本
）
で
ト
ッ
プ
争
い
を
す

る
選
手
に
加
え
、
他
ク
ラ
ス
の
有
力
選
手
も
交

え
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
上
位
争
い
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
各
国
と
も
年
代
・
ス
キ
ル
に
お
い

て
幅
広
い
層
で
構
成
さ
れ
る
テ
ー
ザ
ー
級
は
、

ワ
ー
ル
ド
で
あ
っ
て
も
様
々
な
レ
ベ
ル
の
選
手

が
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
加
え
て
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

（
２
人
で
80
歳
以
上
）、
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ク

ラ
ス
（
同
１
０
０
歳
以
上
）
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
レ
ー
ス
を
重
ね
る
ご
と
に

同
レ
ベ
ル
艇
と
競
う
こ
と
を
通
じ
て
国
・
世
代

を
超
え
た
交
流
が
深
ま
り
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
レ
ー
ス
で
一
番
盛
り
上
が
る
の
は

「
あ
の
時
お
前
は
○
○
だ
っ
た
よ
な
」
と
い
う

話
を
、
片
言
の
英
語
で
夢
中
に
な
っ
て
話
す
時

で
す
。
国
際
交
流
に
お
い
て
重
要
な
の
は
英
語

が
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
話
す
中
身
を
持
つ

こ
と
だ
と
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。

海
面
を
高
速
で
飛
び
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
や
数
多
あ
る
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
中
で
最

も
注
目
を
集
め
る
ク
ラ
ス
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
や
ボ
ル

ボ
オ
ー
シ
ャ
ン
レ
ー
ス
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

で
活
躍
す
る
旬
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ラ
ー
た
ち
が
世

界
中
か
ら
集
ま
り
、
新
緑
ま
ぶ
し
い
5
月
の
相

模
湾
を
疾
走
し
ま
す
。

進
化
す
る
モ
ス

　

80
年
を
超
え
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
モ
ス
の

デ
ザ
イ
ン
は
大
き
く
変
化
し
、
材
質
も
木
造
か

ら
Ｇ
Ｒ
Ｐ
、
そ
し
て
カ
ー
ボ
ン
へ
と
進
化
し
ま

し
た
。
し
か
し
モ
ス
の
根
底
に
あ
る
精
神
は
一

貫
し
て
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
り
速
く
走
る

た
め
の
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
尊
重
す
る
の

が
、
モ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
す
。
ワ

ン
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
ス
と
は
対
極
を
な
す
楽
し
み

方
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
２
０
０
０
年
代
前
半
、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ォ
イ
ル

が
出
始
め
た
頃
の
モ
ス
は
、
風
速
15
ノ
ッ
ト
を

超
え
な
い
と
飛
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も
ダ

ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
に
限
っ
た
話
で
、
ア
ッ
プ
ウ
イ

ン
ド
で
は
飛
べ
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し

セ
ー
ラ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
知
恵
を
絞
り
、
多

く
の
小
さ
な
改
良
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
い

ま
や
風
速
６
ノ
ッ
ト
か
ら
自
由
に
飛
び
回
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
、
タ
ッ

ク
、
ジ
ャ
イ
ブ
時
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
海
面
に

触
れ
ず
に
飛
び
続
け
ま
す
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
た
ち
の
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
た

と
え
モ
ス
乗
り
で
な
く
て
も
、
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

折
し
も
大
会
は
リ
オ
五
輪
の
３
カ
月
前
で
あ

り
、
東
京
五
輪
を
控
え
る
日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ

界
に
と
っ
て
も
、
次
代
を
担
う
若
い
セ
ー
ラ
ー

に
と
っ
て
も
、
非
常
に
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
か

ら
集
ま
る
選
手
た
ち
に
と
っ
て
も
、
日
本
の

セ
ー
リ
ン
グ
界
全
体
に
と
っ
て
も
、
葉
山
の
モ

ス
ワ
ー
ル
ド
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
協
会
一
丸
と
な
っ
て
力
を
尽

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
方
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
無
理
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

な
に
と
ぞ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
日
本
モ
ス
ク
ラ
ス
協
会
会

長 

後
藤
浩
紀
）

 

日
本
人
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
プ
は
？

　

テ
ー
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
は
、
選
手
ば
か
り
で
な

く
そ
の
家
族
も
楽
し
め
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
レ
ー

ス
や
レ
イ
デ
イ
に
は
ど
の
開
催
国
も
魅
力
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
、
そ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
競
い
ま
す
。
海
外
で
は
家
族
ぐ
る
み
の

レ
ー
ス
参
加
が
多
く
、
大
会
期
間
中
に
選
手
の

家
族
に
機
嫌
良
く
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
は
大

会
の
成
功
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
日
本
で
も
家
族
で
参
加
す

る
テ
ー
ザ
ー
セ
ー
ラ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
ザ
ー
級
の
日
本
人
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
は
ま
だ
誕
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
タ
イ

ト
ル
を
目
指
す
チ
ー
ム
の
参
戦
を
歓
迎
し
ま

す
。
マ
ス
タ
ー
や
Ｇ
Ｍ
世
代
の
皆
さ
ん
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
テ
ー
ザ
ー
協
会
で
は
、
日
本
ワ
ー
ル
ド

に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
セ
ー
ラ
ー
が
活
躍

で
き
る
よ
う
、練
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
強
化・

普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
中
で
す
。家
族
、カ
ッ

プ
ル
、
仲
間
と
と
も
に
日
中
は
レ
ー
ス
に
没
頭

し
、
夜
は
ア
フ
タ
ー
レ
ー
ス
を
楽
し
む
。
ヨ
ッ

ト
が
あ
る
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
特
別
な
一
週

間
、
そ
れ
が
「
テ
ー
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
で
す
。

　

テ
ー
ザ
ー
に
関
心
の
あ
る
方
は
テ
ー

ザ
ー
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

japanw
orld@

tasarjapan.org

ド
氏
、
バ
ス
コ
・
バ
ス
コ
ッ
ト
氏
、
兵
藤
和
行

氏
な
ど
多
く
の
有
名
セ
ー
ラ
ー
が
ワ
ー
ル
ド
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
ブ
ラ
ジ

ル
の
マ
ウ
リ
シ
オ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ズ
氏
と
テ
ィ

ム
・
ヒ
ー
リ
ー
氏
が
世
界
一
を
争
い
、
高
い
レ

ベ
ル
で
の
戦
い
は
継
続
中
で
す
。

進
化
す
る
ク
ラ
ス
ル
ー
ル

　

ク
ラ
ス
の
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ス

ル
ー
ル
は
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

マ
テ
リ
ア
ル
の
改
善
に
は
柔
軟
に
対
応
し
、

ジ
ェ
ノ
ア
の
生
地
は
ケ
ブ
ラ
ー
系
も
使
用
可
能

で
す
。
以
前
は
シ
ー
ト
の
径
も
制
限
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
太
さ
を
選
べ
る
範
囲
が
広
が
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
チ
タ
ン
や
カ
ー
ボ
ン
な
ど

の
高
価
な
素
材
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
、「
安
価
」

「
安
全
」「
公
平
」
を
ク
ラ
ス
ル
ー
ル
で
守
っ
て

い
ま
す
（
カ
ー
ボ
ン
の
ス
ピ
ン
ポ
ー
ル
は
Ｏ

Ｋ
）。

　

現
在
の
公
認
ビ
ル
ダ
ー
は
ア
メ
リ
カ
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
イ
タ
リ
ア
（
休
止
中
の
様
子
）
に

あ
り
、
基
本
船
型
を
守
っ
た
ボ
ー
ト
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

内
装
は
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
新
艇
＝
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
艇
と
は
限
ら
な
い
と
こ
ろ
が
Ｊ
24
の

良
さ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
の

ワ
ー
ル
ド
優
勝
艇
も
船
齢
10
年
モ
ノ
で
し
た
。

＊

　

一
般
的
な
Ｊ
／
24
の
チ
ー
ム
は
５
、６
名
が

乗
っ
て
合
計
体
重
を
４
０
０
キ
ロ
に
し
、
イ

コ
ー
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
艇
同
士
で
レ
ー
ス

を
競
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
で
も
同
様
で
、

70
歳
を
超
え
た
セ
ー
ラ
ー
や
女
性
セ
ー
ラ
ー

も
ト
ッ
プ
争
い
に
加
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
の
セ
ー
リ
ン
グ
で

の
競
り
合
い
を
多
く
の
日
本
人
セ
ー
ラ
ー
が
楽

し
む
こ
と
は
、
日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ
活
動
を
活

性
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
Ｊ
／
24
ク
ラ
ス
協
会
は
、「
新
規
に
チ
ー

ム
を
作
り
た
い
」「
再
度
、
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル

ド
に
は
25
歳
以
下
の
ジ
ュ
ニ
ア
賞
や
女
性
チ
ー

ム
賞
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
興
味
あ
る
方
は

J
／
24
ク
ラ
ス
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｊ
／
24
協
会

 http://w
w

w
.j24.gr.jp/

 

連
絡
先
:
松
本　

浩
司 

 e-m
ail:paluna.m

atsum
oto@

gm
ail.

com

写真 ･ 平井淳一

モス級世界選手権 2016
2016 年５月 20 日～ 29 日

会場：神奈川県葉山町
http://moth-japan.org/home/

カッ飛ぶモスが世界中から葉山に集結

テーザー級世界選手権
日時：未定
会場 : 未定
http://tasarjapan.org/

国や世代、キャリアを超えて楽しむチャンピオンシップ
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2014 年 3 月 7 日、国立スポーツ科学センター（JISS）主催で
『「女性特有の課題に対応した支援プログラム」　妊娠期、子育て期の女性アスリートのためのワークショップ』が
行われました。対象は JOC 加盟競技団体に所属する女性アスリート、指導者、スタッフ、関係者たち。
そこで「競技会場における託児室の設置と運用」と題し、講演を行いました。（中川千鶴子 JSAF 副会長）

講
演
内
容

　

ま
ず
、
J
S
A
F
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム

の
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明

し
ま
し
た
。

　　

託
児
所
を
設
置
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の

は
、
1
9
9
8
年
神
奈
川
国
体
の
と
き
で
し

た
。
子
ど
も
を
抱
き
な
が
ら
表
彰
台
に
上
が
っ

た
選
手
を
見
て
、
子
ど
も
連
れ
で
参
加
し
て
も

安
心
し
て
競
技
が
で
き
れ
ば
、
女
性
の
競
技
人

口
が
増
え
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

前
例
が
な
く
す
ぐ
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
理
事
会
に
レ

デ
ィ
ー
ス
委
員
会
か
ら
「
国
体
に
お
け
る
チ
ャ

イ
ル
ド
ル
ー
ム
設
置
」
の
要
望
書
を
提
出
し
、

承
認
さ
れ
、
02
年
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
第
57
回

国
民
体
育
大
会
で
正
式
に
設
置
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
書
類

な
ど
を
配
布
し
、
そ
れ
ら
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
託
児
所
の
利
点
と
問
題
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

利
点
は
「
乳
幼
児
を
同
伴
す
る
必
要
の
あ
る

選
手
の
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
」「
乳
幼
児
を
持
つ

父
母
、
男
女
と
も
に
同
じ
条
件
で
国
体
競
技
に

参
加
」「
大
会
を
支
え
る
大
会
役
員
、
競
技
役

員
、
そ
し
て
観
戦
者
に
も
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム

を
開
放
す
る
こ
と
で
幅
広
い
層
の
国
体
参
加
を

可
能
に
し
、地
元
と
の
交
流
に
も
役
立
つ
」「
将

来
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
役
立
つ
（
マ
マ
、
パ
パ

選
手
と
幼
い
時
よ
り
競
技
会
場
に
来
る
こ
と
に

よ
り
）」「
地
元
実
行
委
員
会
や
県
連
と
の
折
衝

を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域
交
流
に
役
立
つ
」「
国

家
事
業
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
会
場
に
チ
ャ
イ

ル
ド
ル
ー
ム
設
置
す
る
こ
と
は
ア
ピ
ー
ル
度
が

高
い
」
な
ど
で
す
。

　

問
題
点
と
し
て
は
、
経
済
的
な
面
や
適
切
な

立
地
条
件
を
探
し
出
す
こ
と
の
難
し
さ
な
ど

で
す
。

　

以
上
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

講
演
を
終
え
て

　

01
年
高
知
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
か
ら
13
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
が
今

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
動
が
よ
う
や
く
評
価

さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
界
の
先
駆
け
と
し
て
各
競
技

団
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、国
体
の
視
察
な
ど

が
あ
り
、ま
た
柔
道
連
盟
の
託
児
室
実
施
に

波
及
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
が
男
女
と
も
同
じ
条
件
で
よ
り
よ
い
環
境

で
競
技
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
賜
物
と
考

え
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
た
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
も
昨
年
か
ら
託
児
室
を
設
置
し
ま
し

た
。フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
佐
藤
希
望
さ
ん
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
託

児
室
が
な
け
れ
ば
出
産
に
踏
み
切
れ
ず
引
退

し
て
い
た
。
出
産
後
も
復
帰
に
向
け
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、フ
ィ
ジ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
キ
ー
代
表

選
手
の
三
星
マ
ナ
ミ
さ
ん
は
結
婚
、
出
産
の
た

め
引
退
し
て
家
庭
に
入
っ
た
が
そ
の
後
復
帰

し
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
向
け
た
マ
タ
ニ
テ
イ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
体
型
を
戻
し
、
４
歳
児
を

持
ち
な
が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
体
験

談
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
今
後
の
課
題
「
女
性
特
有
の
課

題
に
対
応
し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
多
様
性
、
柔
軟

性
を
持
っ
て
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
、
支
援
を

「
国
際
競
技
力
向
上
」
を
図
る
た
め
に
政
府
レ

ベ
ル
で
実
施
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
着

目
し
た
戦
略
的
な
育
成
、
強
化
、
支
援
が
重
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
に
お
い
て

も
、
大
き
な
目
標
で
あ
る
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
会
場
に
お
け
る「
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
」

設
置
の
実
施
に
向
け
万
全
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ワークショップのプログラム

◎ 開会挨拶、事業説明（JISS 事務局）
◎ 「女性の活躍、推進の支援」「女性アスリートの育成支援」等、政府における支援について（文部
科学省、スポーツ・青少年局競技スポーツ課課長補佐　川井寿裕）
◎ 競技現場の託児室に関するワークショップ
・ 競技会場における託児室の設置と運用（公益財団法人日本セーリング連盟副会長　中川千鶴子）
・ナショナルトレーニングセンター託児室の現状（JISS 研究・支援協力課係長荒井紫穂）
・ ナショナルトレーニングセンター託児室利用者の意見（フェンシング　ロンドンオリンピック代表
選手　佐藤希望）
・ 意見交換、質疑応答
◎ 妊娠期の運動・トレーニングに関するワークショップ
・妊娠期におけるトレーニング受け入れに向けての JISS の準備状況（JISS トレーニング指導主任
専門職　田村尚之）
・私の経験（スキー　ソチオリンピック代表選手　三星マナミ）
・ 意見交換、質疑応答
◎ 今後の展望（筑波大学体育系教授　本間三和子）
◎ 閉会の挨拶（国立スポーツ科学センター　メディカルセンター　土肥美智子）

写真／濱谷幸江

右上 / 講演する中川 JSAF 副会長
上 / ぎふ国体における表彰式の 1 シーン
右下 / ぎふ清流国体におけるチャイルドルー
ム

JSAF中川副会長、JISSで講演
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は
じ
め
に　

　

東
京
湾
の
一
番
奥
深
く
に
、
ク
ル
ー
ザ
ー
中

心
の
東
京
夢
の
島
マ
リ
ー
ナ
と
デ
ィ
ン
ギ
ー
中

心
の
若
洲
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
東
京
都
の
施
設
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ

ン
グ
競
技
が
若
洲
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、洲
の
先
端
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
リ
ー
ナ（
仮

称
）
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

す
。

　

若
洲
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
今
後
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
か
は
未
定
で
す
が
、
練
習
拠
点
と
し

て
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

以
下
、
若
洲
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
こ
れ
ま
で

の
推
移
を
ご
紹
介
し
、
利
用
者
増
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

会
員
増
）
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
を

踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

若
洲
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
推
移

　

若
洲
は
平
成
18
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
第
１

期
指
定
管
理
を
東
京
都
か
ら
受
け
、
運
営
し
て

き
ま
し
た
。

　

当
初
の
所
管
部
署
は
東
京
都
港
湾
局
で
、
公

園
施
設
の
一
部
と
し
て
管
理
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
い
う
捉
え
方
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
、
港
湾
局
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
振
興
局（
現
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
準
備
局
）
に
所
管
変
更
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
の
７
年
間
、
他
社
と
競
合
の
う
え
第
２

期
指
定
管
理
者
を
受
託
し
、「
ヨ
ッ
ト
教
室
事

業
」「
ヨ
ッ
ト
と
救
助
艇
の
陸
置
き
事
業
」「
大

会
誘
致
」「
大
学
と
高
校
ヨ
ッ
ト
部
、
一
般
ク

ラ
ブ
の
活
動
支
援
自
主
事
業
」
等
を
推
進
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

受
託
母
体
は
東
京
港
埠
頭
（
株
）
を
筆
頭
会

社
と
し
て
ゴ
ル
フ
の
（
株
）
テ
ィ
ー
ア
ン
ド
ケ

イ
、
ヨ
ッ
ト
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
リ
ン
プ
レ
イ
ス

東
京
の
３
社
で
構
成
す
る
若
洲
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
こ
が
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
は
東
京
国
体
で
休
館
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
本
格
的
に
若
洲
で
展

開
す
る
事
業
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
増
が
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
く
の
か
、
以
下
、
事
業
ご
と
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ
：
ヨ
ッ
ト
の
普
及
事
業

１ 
若
洲
ヨ
ッ
ト
祭
り
（
既
存
事
業
）　　

概
要　

毎
年
７
月
の
海
の
記
念
日
に
行
い
、
一

般
都
民
を
中
心
に
呼
び
か
け
、
ヨ
ッ
ト
を
知
っ

て
も
ら
う
場
を
つ
く
り
、
体
験
乗
船
を
中
心
に

約
６
０
０
人
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。

内
容 

① 

都
民
体
験
セ
ー
リ
ン
グ
（
ク
ル
ー

ザ
ー
型
ヨ
ッ
ト
を
使
っ
て
親
子
と
も
に
楽
し
む

セ
ー
リ
ン
グ
）

内
容 

② 

ヨ
ッ
ト
教
室
受
講
者
を
中
心
に
大

学
・
高
校
生
・
ク
ラ
ブ
員
で
楽
し
む
親
睦
レ
ー

ス
を
実
施

内
容 

③ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
他

対
応　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ツ
ー
ル

（
チ
ラ
シ
等
）
を
当
日
配
布
す
る
バ
ッ
グ
に
入

れ
る
。

　

会
員
登
録
受
け
付
け
の
設
置
・
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

グ
ッ
ズ
の
販
売
、
の
ぼ
り
旗
の
展
開
。

◎ 

準
会
員
的
な
制
度
が
あ
れ
ば
取
り
こ
み
や

す
い
。

２ 

ヨ
ッ
ト
１
日
無
料
体
験
教
室
（
新
規
事
業
）

概
要　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
第
２
、
第
３
日

曜
に
実
施
し
、
ヨ
ッ
ト
教
室
受
講
者
増
に
つ
な

げ
る
。

内
容　

10
時
か
ら
14
時
、
大
型
の
「
ギ
グ
」
を

使
っ
て
の
セ
ー
リ
ン
グ
体
験
。

対
応　

利
用
人
数
は
少
な
い
が
、
前
項
１
と
同

様
の
展
開
を
図
る
。

３
．
身
体
障
碍
者
体
験
乗
船
会
（
新
規
事
業
）

概
要　

暖
か
い
時
期
に
東
京
都
障
碍
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
指
導
を
受
け
、
当
ハ
ー
バ
ー
障
碍
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
が
企
画
運
営
を
行
う
大
型
艇

で
の
乗
船
会
。

内
容　

身
体
障
碍
者
の
み
を
募
集
、
障
碍
者
用

桟
橋
を
使
い
大
型
ヨ
ッ
ト
「
ギ
グ
」
で
実
施
。

対
応　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し
た
Ｊ
Ｓ
Ａ

Ｆ
の
紹
介
を
行
う
。

Ⅱ
：
競
技
会
の
開
催
事
業

１ 

マ
ン
ス
リ
ー
レ
ガ
ッ
タ
（
新
規
事
業
）

概
要　

本
年
１
月
か
ら
始
め
た
事
業
で
、
毎
月

最
終
日
曜
日
に
実
施
す
る
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
定
期
レ
ガ
ッ
タ
。
日
頃
の
練
習
成
果
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
正
式
の
レ
ー
ス
運
営
で
、
１

日
５
レ
ー
ス
の
実
施
を
目
標
と
す
る
。

内
容　

小
学
生
は
O
P
、 

中
学
生
は
レ
ー
ザ
ー

４
・
７
、
高
校
生
は
Ｆ
Ｊ
、
４
２
０
。
今
の
と

こ
ろ
参
加
者
は
少
な
い
が
、
将
来
は
関
東
近
郊

の
選
手
に
呼
び
か
け
、
定
着
さ
せ
た
い
。
年
間

の
表
彰
あ
り
。

対
応　

選
手
た
ち
は
す
で
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
登
録

済
み
だ
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
保
護
者
で
あ
り
、

レ
ガ
ッ
タ
ご
と
に
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
。

◎ 

準
会
員
的
な
制
度
が
あ
れ
ば
取
り
こ
み
や

す
い
。

２ 
セ
ン
ト
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ズ
・
カ
ッ
プ
（
新

規
事
業
）

概
要 
２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち

な
ん
で
企
画
し
た
大
会
で
、
土
日
の
２
日
間
実

施
す
る
。
対
象
は
中
学
生
と
高
校
生
で
、
種
目

は
レ
ー
ザ
ー
４
・７
。

内
容 

２
日
間
で
最
大
７
レ
ー
ス
を
行
い
、
総

合
と
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
で
表
彰
を
行

う
。
参
加
賞
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

対
応　

前
項
２
と
同
様

Ⅲ
：
選
手
育
成
支
援
事
業

１ 

江
東
区
セ
ー
リ
ン
グ
部
（
既
存
事
業
）

概
要　

平
成
20
年
４
月
、
江
東
区
教
育
委
員
会

か
ら
依
頼
を
受
け
、
江
東
区
の
小
学
生
を
選
抜

し
て
国
体
、
各
ワ
ー
ル
ド
で
通
用
す
る
選
手
の

育
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
募
集
は
、
教

育
委
員
会
が
江
東
区
の
全
小
学
校
に
通
知
を
出

若洲ヨットハーバー（若洲ヨット訓練所）の試みもっと海の仲間を増やそう！
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し
、
若
洲
職
員
と
面
接
選
考
を
行
い
、
最
大
18

名
を
指
導
し
、
小
学
５
年
か
ら
始
め
中
学
３
年

で
卒
業
す
る
シ
ス
テ
ム
。

内
容　

種
目
は
Ｏ
Ｐ
と
レ
ー
ザ
ー
４
・７
。
全

艇
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
リ
ン
プ
レ
イ
ス
東
京
が
貸

与
す
る
。
練
習
日
は
年
間
通
じ
て
日
曜
、
祝
祭

日
を
中
心
と
し
、
対
外
レ
ー
ス
に
積
極
的
に
遠

征
す
る
。
レ
ー
ザ
ー
４
・７
ワ
ー
ル
ド
Ｕ
16
で

５
位
、
東
京
国
体
Ｓ
Ｓ
級
少
年
女
子
３
位
の
実

績
が
あ
る
。

対
応　

父
母
会
を
設
立
し
、
積
極
的
に
応
援
す

る
体
制
が
で
き
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
Ｊ

Ｓ
Ａ
Ｆ
の
登
録
候
補
と
な
る
可
能
性
が
大
。

２
．
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
東
京
（
既
存
事
業
）

概
要　

平
成
23
年
設
立
。
若
洲
で
活
動
す
る

各
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｐ
卒
業
生
の
受
け
皿
と
し
て

の
活
動
を
開
始
。
レ
ー
ザ
ー
４
・
７
級
12
隻
、

４
２
０
級
11
隻
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
東
京
都
ヨ
ッ
ト
連

盟
が
所
有
し
、
所
属
選
手
に
貸
与
。
26
年
度
新

規
募
集
予
定
。
約
10
名
登
録
。

内
容　

土
日
、
祝
祭
日
の
練
習
を
基
本
に
実
施

し
、
４
２
０
級
選
手
の
育
成
に
注
力
す
る
。

対
応　

保
護
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会

員
登
録
を
Ｐ
Ｒ
。

◎
準
会
員
的
な
制
度
が
あ
れ
ば
輪
が
広
が
る
可

能
性
大

Ⅳ
：
ヨ
ッ
ト
教
室
事
業
（
既
存
事
業
）

概
要　

毎
年
４
月
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
、
毎
土

日
、
祝
祭
日
に
開
催
す
る
一
般
と
ジ
ュ
ニ
ア
教

室
。
年
間
延
べ
１
２
０
０
人
前
後
が
受
講
。
初

級
と
中
級
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
実
施
。
１
日

７
０
０
０
円
。

対
応　

中
級
者
を
対
象
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
登
録

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

Ⅴ
：
大
会
誘
致
事
業
（
新
規
事
業
）

概
要　

今
ま
で
は
大
会
開
催
要
請
が
東
京
都

ヨ
ッ
ト
連
盟
を
通
じ
て
あ
っ
た
場
合
の
み
受
け

入
れ
て
い
た
が
、
今
後
大
小
問
わ
ず
誘
致
活
動

を
行
い
、
積
極
的
に
大
会
開
催
を
受
け
入
れ
る

方
向
で
進
め
る
。

対
応　

す
で
に
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
大
会
時

に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
受
け
付
け
エ
リ
ア
を
設
置

し
、
チ
ラ
シ
配
布
、
の
ぼ
り
旗
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行

う
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
若
洲
の
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
会
員
増

強
に
つ
い
て
、「
一
度
に
大
量
に
」
は
難
し
い

と
考
え
、
若
洲
で
の
事
業
を
通
じ
て
少
し
で
も

会
員
増
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
若
洲
を
運
営
し
て
参
り
ま
す
。（
浜
崎

濠
次
郎
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
リ
ン
プ
レ
イ
ス
東

京
、
東
京
都
ヨ
ッ
ト
連
盟
理
事
）

―― ＪＳＡＦの中に「会員増強プロジェクト」が立ち上が
り、ＪＳＡＦを支えるメンバーを増やす様々な方策が練ら
れています。今回、寄稿いただいた若洲の取り組みもその
一つですが、ほかにはどんなアイデアがあるのでしょうか？
■浜崎会員増強プロジェクト副委員長（以下副委員長）―
― ＪＳＡＦはセーリングとレースを楽しむ人たちの集団で
すが、直接レースやセーリングにかかわらなくても気軽に
入れる準会員的な制度もあっていいのでは、という意見が

あります。たとえば、サポーター会員と呼ぶことにしますが、こういった人たちを受け入れる
制度をつくることができないかを検討しています。
――　サポーター会員になるとどんなメリットがあるのでしょう。
■副委員長 ――  J-SAILING やウェブサイトを通じてセーリングに関する情報を得られる、
加盟団体・特別加盟団体が企画したイベント体験乗船会などに家族を含めて参加できる、大会・
レースの陸上・海上運営に参画しながら海やヨットのこと、運営のことを知る機会が得られる、
２０２０年東京オリンピック・パラリンピックのボランティア活動が優先的にできる、などを
考えています。最後のアイデアは東京都との調整が必要ですが、これが実現すれば会場清掃、
昼食運搬、湯茶係などでオリンピック・パラリンピックに参画でき、貴重な経験になると思い
ます。
――　どんな人が対象になるんでしょうか？
■副委員長 ――  次のような人たちをイメージしています。
・かつて活躍したヨット関係者（今はレースに関心はないがヨットに接していたい人）
・高校、大学のヨット部員の家族及び実業団加盟各社の社員
・全国ジュニア・ユースの保護者、各地のヨットスクールの生徒
・ボランティア募集告知に応じた人
・近所のお父さん、お母さん、お兄さん、お姉さん
　これからタイムスケジュールを決め、会費をいくらにするか、組織化の方法、運用の具体化
などを検討したいと考えています。
――　メンバーを増やす試みは一朝一夕にはできない、時間のかかる作業です。
■副委員長 ―― プロジェクトチームとしては短期策と中長期策に分けて方策を考えていま
す。１、２年を期間とした短期策ではＪＳＡＦ会員登録システム・会費自動振替・４年生会員
の復活に取り組みました。
　一方、中長期策としてＪＳＡＦ本部と加盟団体・特別加盟団体の絆を深める観点から会員増
強に絡めたアンケート調査を行い、回収内容をまとめて報告をしました。
　 会員増強は先を見据えながら地道に進めて行っても結果が出るか出ないかといった作業で
すが、少しでも増やす努力を続けていくつもりです。今回のサポート会員 ( 仮称 ) の提案も考
え方の第１歩であり、検討点や課題は多数あると思いますが、当プロジェクトとして前向きに
進めていきます。ＪＳＡＦ全体の課題として、メンバー全員で仲間を増やそうとする動きにつ
ながればと思います。メンバーのみなさまのご協力をお願いする次第です。

もっと

浜崎会員増強プロジェクト副委員長に聴く

サポーター会員構想
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るため、これに作用する大きな横方向の力が、ラダーによる風見安定の
モーメントを打ち消すように働くためである。いずれにしてもラダーと
センターボードを取り付けた場合は、船体中心まわりの回頭モーメント
は、わずかであるが回頭をさらに強める（ウエザーヘルム）方向に作用
することがわかる。

4-3　センターボード引き上げ角による変化
　上述の回頭モーメント N を横方向の力 Y で割ると、横方向の力が作
用している点（着力点）を求めることができる。横流れ角が 4°時の、
センターボードの引き上げ角に対する着力点位置の変化を図 4-4 に示
す。引き上げ角 0°（真っ直ぐ降ろした状態）で、船体中心（トランサ
ムから 2.25m 前）から 0.2 ｍ程前であることがわかる。センターボー
ドを 20°後退させるとほぼ船体中心位置となり、30°にすると 0.1 ｍ程
後になる。すなわち、センターボードを 30°後傾させると、0.3 ｍ程度
着力点が後へ移動することがわかる。また、センターボードの引き上
げ角に対する横方向力係数 Y´ の変化を図 4-5 に示す。もちろん、引
き上げ角 0°の時の傾きが最も大きく（性能が良い）、引き上げ角 30°で
17% 程度減少することがわかる。
　クローズホールド時の力のバランスを考えると、船体に作用する横方
向の力とセールに作用する横押力の着力点の前後位置が同じでなければ
ならない。セールに作用する流体力の風洞試験結果は後述するが、クロー
ズホールドでぎりぎりに上っている場合、セールの着力点はほぼ船体中
心から 0.2m 程前であることがわかっている。したがって船体に作用す
る流体力の着力点とほとんど一致しており、ジャストヘルム（舵角≒ 0
°）であるといえる。なお、ジャストヘルムといっても、本稿第 1 回目
の冒頭に述べたように、ラダーはリーウェイ角に相当する分の迎え角を
受けて揚力と抗力を発生していることを忘れてはならない。（ティラー
を放すとティラーが風下へ向き、船が風上へ回頭してしまうことからも
わかる。）

５　舵角の影響
　図 4-3 に示した結果は、ラダーの角度（舵角）は 0°、すなわち船体
中心線上に固定したままのものであった。この舵角を変化させた場合
の、前進力係数 X´、横方向力係数 Y’、ヨーモーメント係数 N´ の
変化を図 4-6 に示す。横軸は舵角δである。図 4-3 と同様に、図中の点
は実験値であり、曲線はコラムに示す計算式による計算値である。ここ
で Y´ と N´ において、舵角が± 15°の範囲内であれば実験値と計算
値がほぼ一致しているものの、それ以上の舵角では一致せず、実験値は
一定の値に留まってしまうことがわかる。これは舵角が± 15°以上で実
際には失速するが、計算ではこれを考慮していないためである。この失
速は X´ にも悪影響を与えており、舵角± 15°以上で実験値が計算値
よりもかなりマイナスの値となっている。X´ がマイナスというのは、
艇にとって抵抗になっていることを意味しており、不適切な舵操作が艇
速を下げることを示している。
　図 4-6 の実測値から舵角による抵抗増加を概算してみよう。実験値
では、δ = ± 10°において X´= － 0.002、δ = ± 15°において X´=
－0.005程度であることがわかる。Xの値は、コラム内の(4-1)´式によっ
て求めることができるので、これらに実船の値を代入して計算すると次
のようになる。
VB=2m/s のδ = ± 10°の場合で、約 1.9kgf、δ = ± 15°の場合で約 4.8kgf
VB=3m/s のδ = ± 10°の場合で、約 4.4kgf、δ = ± 15°の場合で約 10.9kgf

　第１報の図 3 に示した直立直進時の全抵抗が、VB=2m/s 時で約
5kgf、VB=3m/s 時で約 17kgf であることを考えると、いかに大きな
抵抗になっているかがわかるであろう。艇体とセールのバランスが悪く
いつも大きな舵角を切りながら走っている人は、マストレーキやセール

　ところが、風が強くなって艇がヒールすると船体の着力点は前方へ移
動し、セールの着力点は後方へ移動する傾向がある。このため、ヒール
とともにウエザーヘルムが強くなり、ティラーを風上側へ引かざるを得
なくなる。大きな舵角は次節で述べるように想像以上に大きな抵抗とな
る。このため、ヒールとウエザーヘルムを減らすために、セールをパワー
ダウンするのが 470 級の一般的な乗り方のようである。
　ただ、どうしてもヒールしてしまったり、何らかの理由でウエザーヘ
ルムが強い場合は、上述のようにセンターボードを少し引き上げる（後
傾させる）ことによって着力点を後へ移動し、舵角を小さくしてスピー
ドアップすることが可能と考えられるが、どうであろうか？もちろん、
センターボードを引き上げることによって横方向力係数 Y´ は図 4-5
に示すように多少減少する。しかしながら、後退角を 20°にすることに
よる横方向力係数の減少割合は 10% 程度であり、30°でも 17% 程度で
ある。係数では減少しても、スピードアップでカバーすることができれ
ば横流れの量はそれほど変わらない可能性もある。これらの得失につい
ては後述の VPP によらなければならないが、興味あるところである。

トリムを変えたり、上述のよう
にセンターボードを引き上げる
などして、舵角が小さくなるよ
うに工夫した方がよい。
　またタッキング時に、急に大
きな舵角を切ることも同様の抵
抗増加につながる。なお、舵角
を切って回頭を始めるとスター
ンが回り始め、実際の舵の迎え
角は舵角よりもかなり小さくな
る。このため回頭中は、35°程
度の舵角でも大丈夫である。し
たがって、タッキング時の抵抗
増加を抑えるという観点からす
ると、最初はあまり大きな舵角
を切らず、艇が回頭をはじめて
から大きく切る方がよいといえ
る。（以下、次号）

図 4-6　舵角による船体流体力係数の変化

図 4-4　センターボードの引き上げ角度に
よる着力点位置の変化（β＝ 4°）

図 4-5　センターボードの引き上げ角度によ
る横方向係数 Y' の変化

参考文献
[1] Keuning, J. A. and Vermeulen, K. J.: The Yaw Balance of Sailing Yachts Upright 
and Heeled, 16th Chesapeake Sailing Yacht Symposium, SNAME, 2003.
[2] Nomoto, K. and Tatano, H.: Balance of Helm of Sailing Yachts ―
A Shiphydrodynamics Approach on the Problem―, 4th International HISWA 
Symposium on Yacht Design and Construction, 1979.
[3] Keuning, J. A., Katgert M. and Vermeulen K. J.: Further Analysis of the Forces 
on Keel and Rudder of a Sailing Yacht, 18th Chesapeake Sailing Yacht Symposium, 
SNAME, 2007, pp.49-61.
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４　横流れ（リーウェイ）の影響
4-1　船体に作用するヨーモーメント（回頭モーメント）
　センターボードもラダーもない船体が風に流されていると、いつの間
にか風に対して真横になって流されていることに気がつくであろう。た
とえ、初めに船首を風の向きに合わせていても同じである。これは流さ
れている船体に作用する水の力が、船体中央ではなく流れに向かって少
し前方に作用するためである。このような回転する力は流体中を移動す
る全ての物体に作用し、ムンクモーメントと呼ばれている。
　ヨットがクローズホールドで帆走している場合も同じで、横流れに
よって艇体に作用する横力は、船を風上側へ回頭させようとする（ウエ
ザーヘルムとなる）。実際のヨット船型の場合は、センターボード（ま
たはフィンキール）とラダーの側面積が大きいので、艇体部分の影響は
それほど大きくないが、それでも喫水線下のこれら全ての側面積の中心

（CLR）に比べると、実際の着力点はかなり前になる。ヨット設計にお
いて、CLR に対してセール面積の図心（CE）を喫水線長の 10 ～ 20%
程前にとり、この差をリードと呼んでいるが、これは上記の実際の船体
の着力点と、セールの着力点の前後位置を一致させるためである。

4-2　横流れ角による船体流体力の変化
　金沢工業大学の回流水槽で 470 級の 1/5 模型を用いて試験を行い、
船体に作用する流体力の測定を行った（図 4-1 参照）。模型の大きさは
全長が 0.94m とそれ程大きくないため、流れ方向の抵抗値の精度はあ
まりよくないが、センターボードやラダーによって生ずる横力や、回頭
モーメント（ヨーモーメント）の測定値については、ある程度信頼（↗）

　図 4-3 において、H はハルのみの場合、H+R はハルにラダーを取り
付けた場合、H+CB+R はハル、ラダー、センターボード（第１報の図
2 に示す引き上げ角 0°の（真っ直ぐ降ろした）状態に設定）の全てを
取り付けた場合である。また、図中の点は実験値であり、曲線はコラム
に示す計算式 [1] による計算値である（Ｗｅｂ版 J-SAILING に掲載しま
す）。計算値は、ハルに関しては野本による計算式 [2] をもとにしており、

がおけるものと考えている。ここで、力や角度などについての定義を図
4-2 に示すが、（－ v を除いて）全て矢印の方向をプラスとする。
　横流れによって船体に作用する横方向の力 Y と、ヨー（回頭）モー
メント N の変化を図 4-3 に示す。横軸はリーウェイ角βである。なお、
ここでは Y と N を (4-1) 式の関係によって無次元化し、Y´、N´ で
示している。これらの係数を用いて実船レベルの力 [N] とモーメント
[N-m] を求めるには、(4-1) 式の下段の数値を代入して計算すればよい。

（なお、[N] と言われてもピンと来ない場合は、値をほぼ 1/10 にすれば
[kgf] 単位となる。（↙）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4-1)

ここで、
ρ：水密度 [=1000kg/m3]      VB：艇速 [m/s]

L：水線長 [=4.40m]            D：喫水深さ（センターボード下端まで）[=1.08m]

ラダーとセンターボードに関しては翼理論をもとにしている。興味のあ
る方は文献 [1]、[2] を参照いただきたい。
　まず、Y´ について見ると、ハルのみでは他の場合に比べてほとん
ど横方向の力を生じていないことがわかる。ラダーがつくと少しは生ず
るが、やはり横方向の力のほとんどはセンターボードによって生じてい
ることがわかる。
　次に N´ について見るが、モーメントはどこを中心として考えるか
によって値が変わるので注意が必要である。ここでは前後方向の中心（船
体中心。実船ではトランサムから 2.25 ｍ前）まわりの値で示している。
　まず、H（ハルのみ）の場合を見ると、わずかであるがグラフが右上
がりであることがわかる。これは、回頭を始めたらさらに同じ方向に回
頭するように作用するもので、4-1 節で述べたムンクモーメントによる
ものである。なお、ヒールするとこの傾向はさらに強くなる。
　次に、H+R（ハルにラダーを取り付け）の場合は、一転して右下が
りのグラフになる。これはラダーに作用する横方向の力によって、例え
ば艇体が右回頭した時、ラダーによって左回頭して元に戻すように作用
することを表している。これはちょうど風見が常に風向きを示すのと同
じ効果を表しており、これを「風見安定」と呼んでいる。
　最後に、H+CB+R（ハル、ラダー、センターボードの全てを取り付け）
の場合は、ハルのみの場合と同様の右上がりのグラフに戻ることがわか
る。これはセンターボードが、船体中心より少し前に取り付けられてい

レポート／金沢工業大学　増山　豊

「どうすれば速く走れるか」はセーラーの永遠のテーマである。学術的な側面からそのテーマを探求したレポートを掲載する。
頭をクリアにして、お読みいただきたい。（編集部）

図 4-1　1/5 模型を用いた回流水槽試験の様子

図4-3　横流れによって船体に作用する横方向の力YとヨーモーメントNの変化（係数）

図 4-2　力や角度の定義

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❸
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ノーティスボード

　平成 25 年度の「toto 助成事業ジュニアユースセーリング・シーマンシップアカデミー」は、
3 月 1、2 日の広島開催を最終として終了いたしました。
　全国10カ所、14 回の事業を実施し、選手 295 名、指導者・保護者 161 名のご参加をいただ
きました。現地担当者をはじめとする皆さまには、事前の準備から行事中のサポートに至るま
で多大なるご支援・ご協力を賜り、誠にありがとうございました。
　また、2020 年には東京オリンピック・パ
ラリンピック開催が決定し、日本の若いセー
ラーたちの夢が広がっています。制式艇種の
導入も順調に進み、今後ますますジュニア・
ユースセーラーたちの育成が重要となってき
ます。
　つきましては、全国津々浦々、ジュニアか
らシニアに至るまで JSAF が掲げるチーム
JAPAN へのご参加をいただき、一丸となっ
てセーリングを盛り上げていきたいと思いま
す。なお、26 年度の実施要項は JSAFホーム
ページを参照してください。                               

（中村公俊／ジュニアユースアカデミー委員長）

　1978 年に開催されたクォータートン世界選手権
大会を記念して制作された「Q-Ton Wor ld  記念
カップ」の第 4 回（2013 年）受賞艇に、JSAF 外
洋三崎所属・京急マリーナ「TRACER」（三宅智久
オーナー）が選出され、3 月 8日、神奈川県葉山町
森戸でカップ贈呈式が行われました。

■受賞艇のコメント
　長い間、外洋レースを続けてきたことが今回の
表彰をいただくことになった、と理解しています。
　海が、ヨットが、そしてレースが好きな素晴ら
しい仲間に恵まれ、ここまでやって来ることがで
きました。これからも、勝利をめざし多くのレー
スに参加するつもりです。よろしくお願いします。
とくに、もう一度パールレースに勝ちたいと思っ
ています。大変名誉ある表彰をいただき、ありが
とうございます。　　　　　　　　　　（三宅 智久）

Q‐Ton World 記念カップ「TRACER」に贈呈

25年度ジュニアユースセーリング・
シーマンシップアカデミー終了

www.wattsmarine.jp 

Quantumではこのルール対策に
100％対応できるだけでなく、

以前より容易にスピンをプリセットできる
方法を実戦でテストし商品化となりました。

Ｑスピンパックは
ファーラーのように円筒状に収納し、
シートを引くことによって展開します。

必需品の登場です。
単体の商品ではなく本体に取付となります。

当たり前の話ですがレース中に
故意にゴミを捨ててはならない

ことが明記されました。
もちろんこれにはスピンを毛糸等で
プリセットすることも含まれています。

Quantum Japan
japan@quantumsails.com
www.quantumsails.com

QUANTUM SPINPAKTM

Qスピンパックで解決
Quantum Racing Teamが開発

ISAF ルール55
(International Sailing Federation)

55 TRASH DISPOSAL

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン 
本社ロフト

 〒238-0233  神奈川県三浦市向ヶ崎町 8-40 
電話：046-882-5451  fax：046-882-4319 

関西営業所：（新西宮 YH） 
〒 662-0934 兵庫県西宮市西宮浜 4-14-3
電話：0798-23-6410  fax：0798-23-6420
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「回航2万マイル 太平洋の記憶、ベンガルの軌跡」

新しい加盟団体の紹介　〈ＲＳクラス協会〉
　誰でも楽しめるような先進的なディギーというビジョンから生まれたＲＳディンギーは、今年
で誕生から 20 年を迎える。開発チームはデザイナー、製造、セイルメーカー、ＲＳボートのニッ
クピーターで構成されており、RS400、RS600から始まったラインアップは熱狂的な人気と
ともに全英に広がった。
　その後に発売されたダブルハンド RS200 はコンペティティブなクラスとして人気が高まり、
ナショナル選手権には 150 艇近く参加する。
　インターナショナルクラスとして登場したジュニアユース向けの RS フィーバは RS の中で
もっとも成功したクラスとなり、2006 年以来一番普及したツーマンディンギーとなっている。フィーバ
の世界選手権では 200 艇が参加、現在も新しい地域に拡大を見せている。
　ポリエチレン製で取り扱いが簡単なワンデザインクラスは中学生の体格に合っているため420やレー
ザーラジアルのステップアップとして、ダブルハンドクラスでのチームワーク作りにも適しており、今後は
アジア地域の多くのクラブの導入とともに世界レベルの育成システムにも活用されるとみられている。

　日本の活動は 2002 年 RS 協会
会長の谷村英俊を含む 6 人が艇を
購入することから始まった。RS
フィーバを中心に地道な活動をして
おり、毎年全日本選手権を開催して
いる。
　日本 RS 協会では今後 RS フィー
バをはじめとして数多くの RS ディ
ギーの紹介をし、日本ヨットの底
辺拡大に貢献する方針だ。JSAF
加盟後初めての全日本選手権は 7
月5日、6日に開催し、海 外選手
を 招 待 す る 予 定 で あ る。                                                                      

（RS クラス協会会長　谷村英俊）

　JSAFメンバーである邨瀬愛彦さんが率いるチームベ
ンガルの航海記「回航 2 万マイル　太平洋の記憶、ベ
ンガルの軌跡」が発行されました。
　著者はチームベンガルで活動する原健さん。原さんは
アメリカズカップと世界一周レースへ挑戦した後、プロ
セーラーとして様々なセーリングを経験し、2009 年
からチームベンガルの一員となりました。
　本書は、シドニー・ホバートとトランスパックの 2 つ
の外洋レースに参戦するとともに、日本～シドニー～
ハワイ～ロスアンゼルス～ハワイ～日本の約 2万マイ
ルの航海のほとんどのレグに乗り組んだ著者の航海
記です。

　チームベンガルの軌跡を通じて、外洋レースと長距
離回航の醍醐味、厳しさ、そして海の素晴らしさを伝
える好著です。

発行／舵社
価格／1200 円 + 税
版 型／A5版並製・216ペー
ジ
問い合わせ先／
舵社販売部
TEL 03-3434-4531
FAX 03-3434-5860

偲ぶ会が行われました
　3 月9 日、「秋山福夫様・森岡忠美様を偲ぶ会」が京
都で開催されました。　　　　　　　　　　　　　　　
　秋山福夫さんは京都府セーリング連盟の会長、ISAF
インターナショナルジャッジとして活躍され、また森岡
忠美さんは柳が崎ヨットハーバーの建設に力を尽くさ
れ、滋賀県セーリング連盟の会長として活躍されました。
ともに同志社大学ヨット部の同窓で、当日は 130 名を超
える方々の参加があり、お二人の人柄、足跡を偲ぶ会と
なりました。
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習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
29,000円 26,100円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.6.22（日）
AM9:00 – PM7:30

第28 回
東京
教室

[ 会場 ]   いずみさの関空マリーナセミナールーム
大阪府泉佐野市りんくう往来北6番地

（いずみさの関空マリーナ共催）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.7.6（日）
AM9:00 – PM7:30

第29 回
大阪
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 5F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.9.28（日）
AM9:00 – PM6:30

第43 回
東京
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第七会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    40名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.8.24（日）
AM9:00 – PM7:30

第30 回
名古屋

教室

[ 会場 ]   此花会館 302、303 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.5.18（日）
AM9:00 – PM6:30

第42 回
大阪
教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。
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Me�age新年度を迎えての第1号です。2014年度、広報活
動は大きく変わります。まずJ-SAILINGは季刊誌と
して年4回の刊行に移行します。代ってホームペー
ジを大幅にリニューアルいたします。隔月刊誌では
情報の鮮度に課題がありましたが、WEBを活用す
ることで、この点は大きく改善されます。また会員の
みならず、これからセーリングを始めたてみたい方々

早稲田大VS同志社大となったJYMA選抜大学対抗
＆U23マッチレースの決勝戦を制したのは同志社大だ
った。3回目を迎えた同大会は、10校の参加を得て大
いに盛り上がった。（写真／中嶋一成） 

リオデジャネイロ募金寄付・協賛社

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

NO.106

に向けても情報を発信します。『セーリング情報の
ハブ』となるホームページを目指し、6月末の新装オ
ープンに向けて作業中です。皆様には引き続きのご
支援を、何卒よろしくお願いいたします。

（広報委員会委員長　J-SAILING編集長　柳澤
康信）

J-SAILING No.106　平成26年4月25日発行　通巻460号 　昭和42年12月25日第三種郵便物認可  
発行／公益財団法人日本セーリング連盟広報委員会　〒150-8050 東京都渋谷区神南1-1-1　
電話 03-3481-2357　ファクス 03-3481-0414　E-MAIL head@jsaf.or.jp
発行人／河野博文　編集人／柳澤康信　編集スタッフ／エディター・豊崎謙、フォトグラファー・中嶋一成、デザイナー・加瀬倫有
定価／300円（JSAF会員は会費に購読料が含まれています）
www.jsaf.or.jp

平成25年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

（株）グロリアツアーズ

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

エース損害保険（株） 日本興和損害保険（株）
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